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最新の廃棄物処理
実務の動向もわかる！
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産業廃棄物処理業経営塾OB会
10周年記念

　廃棄物処理実務の主要プレイヤーである処理業者が、異物混入や火災、漏えい事故等業
務の中で起こり得る様々なリスク事例から代表的なテーマを集約。問題の所在や法令違反
や事故のリスクを回避するためのポイントについて解説を加えた実務ベースの事例集です。

自治体別県外廃棄物の
流入規制状況

東京都港区南青山2ｰ11ー 17 〒107ｰ8560
https://www.daiichihoki.co. jp

Tel .	0120ｰ203ｰ694
Fax.	0120ｰ302ｰ640第一法規



理事会・評議員会を開催

産廃振興財団

財団のうごき
　令和4年3月10日（木）に第41回理事会、同月25
日（金）に第26回評議員会が開催され、それぞれ
以下の議案について承認を頂きました。

第41回理事会
（1）第1号議案　‌�「令和4年度事業計画（案）」に関

する件
（2）第2号議案　‌�「令和4年度収支予算（案）」に関

する件
（3）第3号議案　‌�「任期満了に伴う最高顧問並び

に企画・運営委員会委員、助
成事業運営委員会委員及び適
正処理推進センター運営協議
会委員の選任」に関する件

（4）第4号議案　‌�「評議員会の開催」に関する件

　尚、選任された最高顧問並びに各委員会の委員
は以下のとおりです。

1．最高顧問
（再任）杉森　務　‌�（一社）日本経済団体連合会　

副会長
2．企画・運営委員会委員
（再任）天川紀子　‌�（一社）日本建設業連合会　環

境部長
（再任）岡村隆吉　‌�（一社）日本経済団体連合会　

環境安全委員会廃棄物・リサ
イクル部会長代行

（再任）河津　司　‌�（一社）日本貿易会 専務理事
（再任）木村　司　‌�（一社）電子情報技術産業協会　

事業戦略本部事業推進部　担

当部長（環境担当）
（再任）高橋拓二　‌�（一社）日本ガス協会　企画部　

環境担当部長
（再任）髙本　学　‌�（一社）日本電機工業会 専務

理事
（再任）遠矢　斉　‌�（一社）日本自動車工業会　安

全・環境領域2部　担当部長
（再任）西村　健　‌�全国知事会　調査第三部長
（新任）花光直人　‌�（一社）情報通信ネットワーク

産業協会 環境部長
（再任）樋口壯太郎　‌�福岡大学　名誉教授・客員

教授
（再任）福島雅樹　‌�指定都市市長会　事務局長
（再任）森谷　賢　‌�（公社）全国産業資源循環連合

会 専務理事
3．助成事業運営委員会委員
（再任）岡部　徹　‌�東京大学　生産技術研究所　

教授
（再任）川本克也　‌�岡山大学学術研究院　環境生

命科学学域　教授
（再任）斎藤正一　‌�日経ＢＰ　日経ＥＳＧ　経営

フォーラム　事務局長
（再任）藤倉まなみ　‌�桜美林大学　リベラルアー

ツ学群　教授
（再任）藤吉秀昭　‌�（一財）日本環境衛生センター　

副理事長
（再任）吉田一雄　‌�（一社）日本経済団体連合会　

環境エネルギー本部　統括主
幹

4．適正処理推進センター運営協議会委員
（再任）大塚　直　‌�早稲田大学　法学部 教授

産廃振興財団

財団のうごき
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（再任）尾邊俊之　‌�三重県環境生活部廃棄物対策
局次長（全国知事会）

（再任）葛西　聡　‌�（公財）日本産業廃棄物処理振
興センター　理事

（再任）猿田吉秀　‌�長野県　環境部長（全国知事
会）

（再任）鈴木誠一　‌�（一社）住宅生産団体連合会 
環境委員会委員 

（再任）鈴木道夫　‌�橋元綜合法律事務所　弁護士
（新任）高﨑英人　‌�（一社）日本建設業連合会　環

境委員会　建築副産物部会　
部会長

（新任）永井良一　‌�（公社）全国産業資源循環連合
会 会長

（再任）西村　健　‌�全国知事会　調査第三部長
（再任）牧角　修　‌�（一社）全国建設業協会　技術

顧問

第26回評議員会
（1）第1号議案　‌�「令和4年度事業計画（案）」に関

する件
（2）第2号議案　‌�「令和4年度収支予算（案）」に関

する件
（報告事項）
○‌�「任期満了に伴う最高顧問並びに企画・運営
委員会委員、助成事業運営委員会委員及び適
正処理推進センター運営協議会委員の選任」
に関する件
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産業廃棄物処理業

経営塾
令和3年度　第17期 卒塾式

　当財団では、次代の産業廃棄物処理業を担う経
営者等を育成するという観点から、平成16年度
より産業廃棄物処理業経営塾（塾長・田中勝岡山
大学名誉教授）を毎年度、開講しています。
　一昨年の令和2年度は、新型コロナウイルスの
感染拡大に伴い本塾の開催中止を余儀なくされま
した。令和3年度は、対面とWEBを上手に活用
することで6月に無事開講することができました。
　法制度・行政、コンプライアンス、経営、処分
技術、財務・金融等をはじめとする企業運営に関
するほとんど全ての分野において、それぞれ第一
線で活躍する講師陣が講義を行うとともに、夏・
秋の合宿、東京スーパーエコタウンの施設見学勉
強会等多岐にわたるカリキュラムを、足掛け7か
月間にわたり実施しました。各塾生は、個別面談
を経た後、1月21日に第17期生49名が卒塾式を
迎えました。
　卒塾式は、晴れの舞台でもあり卒塾生全員を対
面でお祝いしたかったのですが、年明けからコロ
ナ変異株が猛威を振るったことから、塾生の安全
を考慮して代表4名のみに財団に来ていただき、
その他の塾生はWEBで参加していただくことと
しました。
　卒塾式の冒頭、当財団加藤理事長より、「コロ
ナ禍で塾生同士の関係を築くことが非常に困難な
状況だったと思うが、少しずつつながりができた
と思うので、それを大事にしてほしい。また経営

塾OB会にも積極的に参加して、卒塾生とのさら
なるつながりを深めてほしい」という温かいエー
ルが送られました。
　田中塾長からは、「本塾に携わる人達は、“世界
の潮流が読める”、“人の心が読める”、“自分の心
を読んで表現する”ことが大切である。開塾式で
申し上げたPDM（Pride、Dream、Mission）を忘
れないでいただきたい。経営塾で得た知識をそれ
ぞれの会社のできるだけ多くの人たちと分かち合
ってほしい」と、卒塾生へのはなむけの言葉をい
ただきました。さらに今回は、WEB参加の塾生
にも配慮して田中塾長による特別講演が行われ、
SDGs、サーキュラーエコノミー、脱炭素社会な
ど世界の廃棄物処理の潮流についてお話がありま
した。

田中塾長によるあいさつ
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　最後に卒塾生を代表して荒川健吉氏（荒川産業
（株））から、「リモートでの受講がメインとなって
しまったが、関係者皆様の配慮により、対面と同
じように講義を聞くことができました。17期の
面々は、コロナ禍という状況にも関わらず受講を
決めた方ばかりなので、そういう志の高い方々と、
年齢や会社は違えど相互に刺激しあい切磋琢磨す
る良い関係が築けたように感じます」と非常に頼
もしい答辞がありました。

　従来であれば、卒塾式終了後に懇親会を開催し
ていましたが、今回はそれも見送りとせざるを得
ませんでした。しかし、それに変わるものとして、
4月に施設見学と同期会を開催する予定にしてい
ます。第17期生の多数の参加と再会を楽しみに
しています。
　経営塾が第17期生にとって充実感のあるもの
となり、新たな卒塾生を輩出することができたの
も、貴重な講義をいただきました講師の皆様、施
設見学などにご協力いただいた関係者の皆様のお
かげです。本紙面を借りて厚く御礼申し上げます。

　第17期生49名が卒塾し、卒塾生は総勢694名、
参加企業も延べ299社になりました。加藤理事長
の祝辞にもあったとおり、今年度卒塾した有志が、
経営塾OB会等を通じ既卒塾生との間で連携を深
めるとともに、さらなる研鑽を積みいっそう活躍
することで、産業廃棄物関連分野の発展に寄与す
ることを心から期待しております。
� （経営塾　事務局）

WEB参加者も含め、第17期49名が無事に卒塾

赤松隆行氏（三光（株））が代表として
修了証書と記念品を受け取る
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経営塾講義のようす（第16期）

　当財団初代理事長である故太田文雄氏が、次代の産業廃棄物処理経営を担う人材を育成したいという
観点から、平成16年（2004年）度より全国の経営者層並びに将来の幹部候補生の方々を主たる受講生と
して、本塾を毎年開催しており、今年度で18期目となります。
　産業廃棄物処理業を運営・管理する上で、必要とされる知識並びに見識を身につけていただくととも
に、全国で活躍する同業者とのつながりを深めてもらうことを主目的として、前年度までに694名の卒
塾生を輩出しています。
　昨年度は、対面とWEBを併用した講義、マスクの着用、消毒並びに検温などを徹底して行った結果、
クラスターの発生もなく、無事終了することができました。
　今年度は、対面をメインに適宜WEBを併用して、開催します。研鑽を積みたいという意欲あふれる
方の応募を心よりお待ちしております。

産業廃棄物処理業

経営塾
 令和4年度　第18期生 募集開始!!
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◆令和4年度のスケジュール
日　時 カリキュラム

6月15日（水） 開塾式、産業廃棄物処理事業概論

6月24日（金）
労働安全・人材活用①
産業廃棄物にかかる法制度・行政①
意見交換会他

7月14日（木）〜15日（金） 夏季合宿研修〜中長期ビジョンの策定と経営戦略の立案〜〔グループ討議〕

8月5日（金）
産業界・排出事業者①
コンプライアンス①
産業廃棄物技術①

8月26日（金）
経営者に期待すること①
産業界・排出事業者②
財務・金融①

9月9日（金）
産業廃棄物処理業①
産業廃棄物技術②
産業界・排出事業者③

9月22日（木）
コンプライアンス②
財務・金融②
産業廃棄物処理業②

10月14日（金）
産業廃棄物技術③
経営者に期待すること②
コンプライアンス③

10月27日（木）〜28日（金） 秋季合宿研修〔グループ討議〕

11月17日（木）
財務・金融③
産業廃棄物処理業③
労働安全・人材活用②

11月18日（金） 施設見学
12月8日（木） ワークショップ 〜AI・IoTとどう向き合うか〜

12月9日（金）
産業廃棄物にかかる法制度・行政②
労働安全・人材活用③
経営者に期待すること③

令和5年1月20日（金） 卒塾式
※詳細につきましては当財団HPをご覧下さい。

・申　　込：入塾願書（HPに掲載）を事務局宛に送付願います。
・応募締切：令和4年5月25日(水)
　　※定員に達し次第、締め切らせていただきます。
・選考方法：当財団の審査により選考の上、入塾者には直接ご連絡いたします。
・受 講 料：55万円（税込）

◆申込・問合せ
　公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団
　〒105-0001	 東京都港区虎ノ門1-1-18　ヒューリック虎ノ門ビル10階
	 TEL：03-4355-0155
	 事務局：兼子　E-mail：jyuku@sanpainet.or.jp
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　当社は、昭和35年広島市安佐南区にて、先々
代がスクラップ回収事業を行うべく操業を開始い
たしました。昭和58年並びに59年、創業者が「広
島で一番の会社を目指して」という理念のもと、
広島市において収集運搬業・中間処理業の許可を
取得しました。現在では、広島県・山口県・岡山
県・島根県・鳥取県・兵庫県において産業廃棄物

収集運搬業・特別管理産業廃棄物収集運搬業の許
可を取得し、産業廃棄物中間処理業においては、
広島市より破砕・選別の許可を取得し事業を行っ
ております。
　主に、建設系産業廃棄物の収集運搬及び中間処
理を行っており、平成29年からは（株）オガワエ
コノスのグループ会社として工場系産業廃棄物の

有限会社ダイイチ企業

取締役 経営塾17期生
木船　博登 資本金　500万円

設　立　昭和62年7月

創　業　昭和35年

代表者　代表取締役　小川　勲

所在地　広島県広島市安佐北区白木町三田小椿1521-3

企業名　有限会社ダイイチ企業

経営塾
OB会企業 紹介

新選別プラント外観
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処理も行っております。また、建設系廃棄物を取
り扱うことにより、大手ハウスメーカー様より解
体工事もできないかとのご要望もあり、平成16
年に建設業の許可も取得し、解体工事も執り行っ
ております。
　同じく平成16年にはISO14001の認証もいた
だき、現在も様々な取り組みを行っております。
平成20年には元々の主力事業であった焼却を廃
止し、大型破砕機を導入し建設系廃棄物のリサイ
クルとともに大手ハウスメーカー様のゼロエミッ
ション推進のお手伝いをさせていただいておりま
す。
　平成25年には会社のさらなる成長を図るため、
外部講師を迎え入れ「人財教育」の試みを始めてお
ります。現在でも、全社員が最低年1回の研修（多
い人は毎月）を実施し、社員力の向上に努めてお
り、お客様へのサービス向上にもつながっており
ます。特に、あいさつにおいては、先代が現・グ
ループ会社である（株）オガワエコノスの社員のあ
いさつの良さに触れ、「自分の会社でもこのあい
さつに取り組みたい」と考え、全社員に教育をな
されました。処理場に来られるお客様や同業者の
方にも非常に好評をいただいており、今後も継続
して行っていきたいことの一つとして取り組んで
まいります。

　また、広島県においては平成26年8月の ｢広島
市土砂災害｣、平成30年7月の「西日本豪雨災害」
など、雨による災害が多発しております。当社は
（一社）広島県資源循環協会の協会員として、災害
時の初動対応、災害廃棄物仮置き場での分別・搬
出・処理などに携わり、災害に遭われた市町村の
復旧作業のお手伝いをさせていただいております。
昨年も安芸高田市・北広島町といった地域で発生
し、毎年どこかでそういった災害が発生をしてい
るという状況が続いております。当社ではより早
い対応を行うため、昨年、広島市の「一般廃棄物
処理施設の許可」を取得し、協会からの要請を待
って動くのではなく、より早く市町の復旧作業を
お手伝いできる体制を整えております。同年、そ
ういった災害廃棄物の選別処理や、建設系廃棄物

西日本豪雨災害廃棄物支援

新選別プラント内観 大型アームロール車
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■企業紹介
　当社は1969年に日本電気（株）（NEC）の資本
参加を得て、当時「高和興業（株）」として設立され
ました。
　1991年に「（株）高和」、2001年に現在の「（株）
シンシア」と改め、現在53年目を迎えました。
　弊社の主な事業は、産業廃棄物の焼却とそれに
伴う再資源化を行うR・C＝資源循環事業、PC類
や情報通信機器の破砕・圧縮を行うリサイクル事
業、各種工場の清掃などを行う環境整備／ビルメ
ンテナンス事業の３つで成り立っております。

■事業内容
　弊社の大きな特徴として大型焼却場を2施設所
有していることです。
　まず1998年に品川区八潮にシンシア品川R・C

センターから本事業を開始しました。日量130t
の処理能力を持ち、特殊なものだとダイオキシン
関連の廃棄物も処理しています。サーマルリサイ
クルに加え焼却灰を自社施設にて溶融し、溶融ス

（株）シンシア

R・C営業本部部長 経営塾第17期生
平田　裕二

のさらなるリサイクル率の向上などを考え、新た
に選別プラントの建設及び移動式破砕機の導入を
行いました。
　（株）オガワエコノスとともに「2030SDGsで変
える」をグループの会社方針として掲げ目標達成
に向けて主体的に行動し、なお一層の努力をして
いきたいと思います。

　＜弊社の経営理念＞
①‌�お客様に信頼される企業を目指します。

②‌�地域社会と共存共栄していく企業を目指しま
す。

③‌�活気あふれる強い企業を目指します。
　この3つの柱を社員一同しっかり心に刻んで、
地域社会に貢献し、さらなるサービスの向上も併
せて考え「まかせて安心ダイイチ企業」そういった
声を皆様からいただけるように今後もお客様から
の信頼を強固にし、日々自分たちの業務に誇りを
もって歩んでいきたいと思います。

資本金　10億3,000万円

設　立　1969年2月

代表者　代表取締役社長　増田洋介

所在地　東京都品川区南大井6丁目26番3号

　　　　大森ベルポートD館6F

企業名　株式会社シンシア

シンシア品川R・Cセンター
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ラグへと変えるマテリアルリサイクルまで行い、
100％リサイクルが可能です。
　続いて2009年には横浜市金沢区にシンシア横
浜R・Cセンターをオープンしました。日量372t
の処理能力を持ち、且つ二軸破砕機やスプレー缶
破砕機など前処理設備を4施設有し、大型処理施
設として稼働しています。こちらはサーマルリサ
イクルに特化した施設とし、発電した電力の売電
まで行っています。
　両工場とも365日／24時間稼働を掲げており、
大型連休などの際にも荷受けは止めません。更に

は、事前に相談頂ければ早朝や深夜でも搬入可能
となっております。また、合わせて日量500tの
処理能力を持ち、且つ品川・横浜ともに2炉ずつ
の体制になっているため、メンテナンス時にも荷
受けの制限を最低限に抑える体制が整えられてい
ます。

■廃棄物処理と共に社会貢献を
　弊社では2000年ごろ、日本からフィリピンへ
不正輸出されていた廃棄物の処理を政府から民間
で唯一委託され、処理をしたことから社会貢献に
力を入れております。
　2021年年始には当時の小泉環境大臣が視察に
来られ、4月には感謝状を頂きました。
　その他にもニュースで取り上げられるような環
境関係の事件に、陰ながら対応させて頂きました。
　産業廃棄物処理業は簡単に言えば「ゴミ屋」かも
しれませんが、地域、県、国、ひいては地球全体
の公衆衛生と生活環境保全を担う重要な任務を司
っています。
　シンシアは今後も自社の成長のみならず、業界
の発展と知名度向上のため邁進してまいります。

スラグヤード

シンシア横浜R・Cセンター 横浜R・Cセンター模型
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　平成16年10月19日「産業廃棄物処理業経営塾」が
開塾しました。初代塾長は当時の太田理事長、塾生
は34名でした。開塾式へは、当時の環境省産業廃
棄物課長であった森谷様が来賓としてお越しくださ
いました。開塾に至るまでの経緯説明を交えた後、
太田塾長からの挨拶で、経営塾の幕が開きました。
正確な言葉は忘れましたが、「次の世代の若者を育
てる」「200人集まれば業界は変わる」との志を示し
てくださいました。当時は不法投棄対策など適正処
理の推進が求められる時代背景で、排出事業者責任
強化と処理業者の育成が、社会的課題となっている
さなかでした。
　最初の講義は、太田塾長、浜田副塾長（当時の専
務理事）による「産業廃棄物概論」。塾長は、東芝の
営業現場の最前線でご活躍されていた頃の経験談を
基に、3K「感謝・革新・好奇心」のメッセージをく
ださり、まとめとして「産業界の変化を知り、産廃
業界の変化の方向性を定める」ことを塾生に望む言
葉として残されました。
　最終講義の経営概論には、塾長の盟友であられる
元松下電器産業副社長で後にWOWOWの再建を
行った佐久間昇二代表取締役会長（当時）をお招きし、
経営者の心構えとなる数々の名言を頂きました。
　「自社を主治医として医者の目で見直す」、「願望
経営では無く、適限経営」、「社風は女子社員一人に
会った時の対応で解る」、「家計簿経営（全社員との

共有）」、「経営理念は、社員が自分を信じてくれた
時に出せば良い」、「素直な心、感謝の心、商品を大
切にする心、お客様をいつくしむ心」、「大忍（志の
ために忍ぶ）」、「社会貢献と奉仕」などでした。
　と、ここまでは、真面目な一面で、いざ研修が終
わると、解放感と共に夜の六本木に流れ込み、毎晩
が大宴会でした。東京の若手が企画係となって、
“美味しい企画”、“楽しい企画”、“怪しい企画”をし
て、若気の至りも互いに受け入れつつ、親交を深め、
今でも良い思い出です。
　そのお陰もあってか？今でも年に一回程度は同窓
会をしようと話しています。京都、博多、金沢など、
各社、各地域へ持ち回りで訪問していて、施設見学
と懇親会がお決まりのパターンとなっています。今
年も岡山へ行って最終処分場の視察をしようと企画
中です。
　平成29年の初夏、有志で太田塾長へのお礼に墓
参りへ行くこととなりました。都築鋼産の穂積さん、
西日本アチューマットクリーンの藏本さん、三共ク
リンの吉川さん、木下カンセーの木下さん、武生環
境保全の谷崎さん、高俊興業の高橋さん、国中環境
開発の國中さん、ヤマゼンの奥田さん、irdiグルー
プの栩山さん、信州ウェイストの小林さん、私の計
11名が、墓前で一同揃って合掌しお経を唱えました。
　こうした経緯と絆が、時が流れて変わったとして
も、心に残るようにしたいと思っています。
　最後になりますが、経営塾の発展は、経営塾に関
わられた職員の皆様、講師や関係者の皆様のお陰で
す。長年に亘る多大なご尽力に心より感謝申し上げ
ます。
� （株）ハチオウ

「経営塾の幕開け」
経営塾1期生 森 雅裕

　今号は少し趣を変えてみました。
　裏表紙をぜひご覧ください。
　今年度、財団は設立30周年を迎え、
新しいことにチャレンジしております。
オンラインセミナーはそうした新しい
事業の一つです。
　コロナ感染のまん延以降、会議のス
タイルもウェブが主流となりました。
財団といたしましては、こうした変化
をとらえ、積極的な情報発信を始める
ことといたしました。手前みそながら、
ちょっとした「オンライン革命」と思っ
ております。
　全産連には計画の立案段階からご相
談に乗っていただき、多数の貴重なア
ドバイスや力強いご支援をいただきま
した上に、ご後援の名義までいただき
ました。紙面をお借りして心より御礼
を申し上げます。

　日本のどこにいてもスマホさえあれ
ば気軽に参加できて、しかもとても勉
強になる。英語学習の教材の宣伝フレ
ーズのようで恐縮ですが、毎回の話を
聴いているだけで、自然と産業廃棄物
にかかわる今の課題や状況がわかって
しまう。粒ぞろいの講師陣が揃ってお
りますので、早い機会にぜひお申込み
ください。
　コロナまん延で世界情勢は厳しい状
況が続いておりますが、ここにきて安
全上の問題が経済に波及する懸念も増
しているかもしれません。世界で最も
歴史の長い、雑誌みたいな経済紙『The 
Economist』は深刻な経済情勢を引き
起こす要因は金融とエネルギーと少し
前になりますが、指摘しております。
（ちなみにお隣の中国では、この二つ
に食糧が加わります）
　メディアでよく見かける国際政治学
者に学問の意義について話をしたこと
があります。映画『デンジャラス・ビ

ューティー』ではありませんが、先生
の答えはたったの2語。
　“world peace”
　裏表紙のベースとなるカラーは、ブ
ルーとイェロー。青空のもとに広がる
小麦畑の色をまさに彷彿とさせる色の
組み合わせです。
　世界中のすべての人々に平和なくら
しが一日も早く訪れることをささやか
ながら心より祈っております。�（青山）
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